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■平成20年度 新規相談者 合計104名 
初回相談時年齢 ～２歳５か月 ２歳６か月～

３歳 

３歳１か月～

３歳５か月 

３歳６か月～

３歳 11 か月 

４歳～ 

人数 ２５ ３１ ３２ ９ ７ 

相談動機 １歳６か月児 

健診 

３歳児健診 子家相 転入 その他 

人数 ４６ ４０ １３ ３ ２ 

オ 親子教室（集団心理）
      １歳６か月児健診後の要観察児を中心に、子どもの発達につまづきのある母子に

対して、集団での遊びの体験を通し、親の保育意識の向上、児の発達を促す援助を
行っています。 

開設数 

終了時状況参加者数

平成18年度 3ｺｰｽ 

（24回） 

平成19年度 2ｺｰｽ 

（16回） 

平成20年度 2ｺｰｽ 

（16回） 

実数

30

23

25

延数

207

165

173

心理

個別

21

15

20

療育ｾﾝﾀｰ
（療育相談を含む）

1

2

2

保健師 

ﾌｫﾛｰ

4

1

1

３歳児

健診

3

4

1

その他

1

1

1

３ 歯科保健

歯科医師会の協力を得て、母体の健康保持増進のため妊産婦歯科健診や乳幼児健康診

査にあわせて歯科健診を実施しています。また、１歳６か月児健診でむし歯発生のリス

クが高い子どもを対象に、３歳児まで継続的に健診及び保健指導を行います。

（１） １歳６か月児歯科健診

受診者数 受診率
一人平均 

生歯数 

むし歯有りの者 むし歯の本数

不正咬合 
軟組織 

 異常 

その他

の異常人数 割合 
総本
数 

一人平
均本数

平成 
18年度

1,682 95.4 14.1 27 1.6 79 0.05 178 297 128

平成 
19年度

1,629 94.9 14.2 23 1.4 52 0.03 308 291 105

平成 
20年度

1,698 95.5 14.2 33 1.9 84 0.04 157 327 139

こども家庭支援担当
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（５） 命の大切さを伝える赤ちゃんふれあい体験
    小中学生が妊婦類似体験等の体験学習や実際の赤ちゃんと触れ合い、赤ちゃんを

育てている親の想いにふれることにより、命の大切さや他者を思いやる心を育成し
ます。  

また、本事業は民生委員・児童委員等の協力を得て実施しています。 

会場 開催回数 
参加者 

小中学生 母子 妊婦 

霧が丘中学校 
２(２日) ２年生   ９２人 ２１組 ２人 

２(２日) ３年生  １０８人 ２０組 ０人 

鴨居小学校 ２(１日) ５年生   ７１人 ７組 ０人 

※ 学年を２グループに分け、各１回実施 

（６） 多胎支援事業
双子の会
３歳までの双子とその親を対象に、双子や３つ子を抱える親同士、悩みや喜びを

共有し、ピアカウンセリング的効果を得ることにより育児負担の軽減を図ります。

会場

区役所 

主な内容 

交流会・講演会
地域子育て
支援拠点 
「いっぽ」 

参加人数 
（１回平均） 

２６０人 
（２６人） 

７５人 
（３７人） 

妊婦の参加

２人 

０人 

※ 平成２０年度出生数 １８組 

（７） ほっとホームステイ・サポート事業
地域での子育て支援を推進するため、保護者が病気などで子どもの養育にあたれ

ないとき、地域に確保したホストファミリーが子どもの預かりを行いました。

度年０２成平度年９１成平度年８１成平

ホストファミリー登録数 ９人 １５人 １６人 

ホームスティ利用数 
２６件 

（１４３日）

１１件 
 （５０日） 

６件 
 （２０日） 

ア ホストファミリー交流研修（８/２８、２/２５実施）

イ 地域支援者会（６/１９、３/９実施）

（８） あすなろ檜
不登校児の支援をめざして、区民と不登校に関する勉強会を開催しました。 

数者加参容内数回催開

全７回 心理相談員と区民によるグループミーティング 延べ３３人 

（９） 緑区地域子育て支援拠点「いっぽ」
地域での子育て支援を推進するため、子育て中の人だけでなく子育て支援をして 

いる人にも利用していただく施設です。親子の広場の提供、子育て相談、子育て情 
報の提供、ネットワーク作り、子育て支援人材の育成などを実施しています。 

（１回平均）

８５組 
（８組） 

２４組 
（１２組） 

参加組数

１０回

２回

実施回数

こども家庭支援担当
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イ 緑区生活衛生協議会（横浜市生活衛生協議会緑支部）育成指導 

環境衛生関係営業者で組織されている協議会に対し、自主管理の推進指導をして
います。協議会から選出された自主管理指導員が衛生向上のため、巡回指導を実施
しました。 

 

■ 業種別延巡回指導施設数 

業   種 理  容 美  容 クリーニング 合  計 

延巡回数 １３ １４ １２ ３９ 

 
 
（２） 特定建築物の衛生管理 

建築物衛生法に基づき、施設の衛生確保のため、特定建築物（延床面積3,000㎡以
上の事務所・店舗等の多数の人が利用する施設）・登録業に対して監視指導を行いまし
た。 

 
ア 特定建築物施設数・監視指導件数 

業    種 
施 設 数 ( 年 度) 

平成 

１８年度 
平成 

１９年度

平成 

２０年度

 特定建築物 ３２ ３３ ３３ ２４ ２ １ １ ２５ 0 １６

 登 録 業 ８ ８ ８ ２０ 2 2 ０ 1 0 １７

   合  計 ４０ ４１ ４１ ４４ ４ 3 １ ２６ 0 ３３

 

■特定建築物の用途別監視施設数 

用 途 平成1８年度 平成19年度 平成20年度

店 舗 １２ １２ １２ 

事務所  ２  ２  5 

学 校  ４  ４  5 

その他  ２  0  2 

     
イ 横浜市北部三区ビル環境協議会育成指導 

緑区、青葉区、都筑区の特定建築物所有者・管理者等で組織されている協議会に
対し、自主管理の推進指導をしています。協議会への衛生講習会等を開催しました。 

 
（３） 受水槽の衛生管理 

  水道法及び横浜市条例に基づき、貯水槽の衛生確保のため、維持管理指導を実施
しました。法定検査の受検結果が不良と判定された施設、及び各受水槽施設等
に監視を行い、改善についての助言・指導を行いました。 

 
ア 受水槽施設数・監視指導件数 

業    種 
施 設 数 ( 年 度) 

平成 

18年度 
平成 

19年度

平成 

20年度

専 用 水 道 1７ １4 １４ １８ １ １ １ ９ ０ ６８

簡易専用水道 ３６５ ３６５ ３６0 ４３ ４ ４ ５ ２９ ０ ２１

小規模８ｍ３ 超 ５９ ５９ ５8 ０ ０ ０ ０ ４ ０ １５

小規模8ｍ３以下 ３１３ ３１３ ３１0 ４５ １ １ ０ １２ ０ １８

簡易給水水道 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４

合    計 ７５4 ７５1 ７４２ １０６ ６ ６ ６ ５４ ０ １２６
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２ 狂犬病予防法及び動物の愛護管理 
 

（１） 狂犬病予防関係業務 

    狂犬病予防法に基づき､犬の登録、狂犬病予防注射関係の事務を行います。 

 

  ア 犬の登録と狂犬病予防注射 

犬を飼うときには、飼い主は狂犬病予防注射をし、登録することが義務づけられ
ています。登録は犬の一生涯有効で、登録すると飼い主に鑑札を交付します。

また、毎年４月には､区内の各地域で獣医師会と協力し､狂犬病予防注射と登録業
務を行っています。 

 

 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 

登録申請数 ７９９ ５８８ ５３８

注射済票交付数 ５,４７０ ５,０７９ ５,０５５

 

 
 
（２） 動物愛護及び管理関係業務 

動物の正しい飼い方の指導や、犬によるこう傷事故（咬傷事故）の届出、犬・猫
の苦情処理、やむを得ず飼えなくなった犬・猫の引取り（猫は獣医師会へ委託）を
行っています。 

 

    ■犬のこう傷事故及び苦情件数等    

 度年０２成平 度年９１成平 度年８１成平 

犬によるこう傷事故 
（成 年） 

７ ３ ３

（未成年） ２ ４ ３

こう傷犬の登録 
（登録犬） 

７ ５ ６

（未登録） １ １ ０

（野犬等） １ １ １

犬の苦情件数 ３０７ ２３４ ２３８

犬の飼育相談 １７７ １５８ １０４

失踪犬・保護犬問合せ件数 ２５２ ２２５ １９２

犬の捕獲数 ４ ０ ３

収容犬（飼えなくなった犬） ４ ３ ７

収容犬（飼い主不明犬） １５ １９ １５

収容犬（負傷犬） ０ ０ ０

計 ７７７ ６５３ ５７２
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